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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第43期

第３四半期連結
累計期間

第44期
第３四半期連結
累計期間

第43期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 (千円) 12,281,080 10,849,529 16,471,351

経常利益 (千円) 1,452,356 675,412 2,106,138

四半期(当期)純利益 (千円) 875,451 434,989 1,239,924

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 858,361 468,585 1,232,016

純資産額 (千円) 11,350,750 8,876,414 11,724,349

総資産額 (千円) 19,699,687 18,386,447 19,826,322

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 59.78 35.35 84.67

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 57.6 48.3 59.1
 

 

回次
第43期

第３四半期連結
会計期間

第44期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 12.03 4.63
 

(注) １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な

変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (１)業績の状況

当第３四半期連結累計期間において、当社グループでは販売力の強化を図るとともに、商品構成、販促施策の充

実化を図り、積極的な営業活動を実施してまいりました。

当社グループにおけるセグメントの業績を示すと次のとおりであります。

〔和装関連事業〕

「振袖」販売については、消費税増税後の消費減退が長期化した影響もあり、受注高は前年同期比24.6％減とな

りました。また、既存顧客を対象とした「一般呉服」等の受注高についても、前年同期比6.0％減となりました。

　以上により、和装関連事業の受注高は、前年同期比12.8％減の10,244百万円となりました。また売上高（出荷

高）については、12.0％減の10,354百万円となりました。

　利益面においては、売上総利益は前年同期比13.4％減の6,501百万円となりました。販売費及び一般管理費につい

ては、広告宣伝費を中心とした経費の削減を図ってまいりましたが、売上高が減少したため、対売上高比では5.2ポ

イント上回る比率となりました。この結果、営業利益は75.5％減の248百万円となりました。

〔金融サービス事業〕

金融サービス事業については、売上高は前年同期比2.8％減の495百万円、営業利益は4.1％減の365百万円となり

ました。

 

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は前年同期に比べ11.7％減の10,849百万円、営業利

益は56.2％減の609百万円、経常利益は53.5％減の675百万円、四半期純利益は50.3％減の434百万円となりました。
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（２）財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて1.4％減少し、14,745百万円となりました。これは、有価証券が1,251百

万円増加し、現金及び預金が1,439百万円、割賦売掛金が217百万円それぞれ減少したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて25.2％減少し、3,640百万円となりました。これは、投資有価証券が

1,192百万円減少したことなどによります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて7.3％減少し、18,386百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて17.7％増加し、9,346百万円となりました。これは、短期借入金が1,500

百万円、販売促進引当金が139百万円、預り金が129百万円それぞれ増加し、未払法人税等が372百万円、賞与引当金

が132百万円減少したことなどによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて0.2％増加し、163百万円となりました。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて17.4％増加し、9,510百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて24.3％減少し、8,876百万円となりました。これは、自己株式の取得及

び自己株式の消却により利益剰余金が1,084百万円減少し、自己株式が1,796百万円増加したことなどによります。

 

(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(４)研究開発活動

該当事項はありません。

 

(５)従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

(６)受注、販売及び仕入の状況

当第３四半期連結累計期間において、受注、販売及び仕入の状況の著しい変動はありません。

 

(７)主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画

の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 72,612,000

計 72,612,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,498,200 同左
東京証券取引所
（市場第１部）

単元株式数は
100株であります。

計 16,498,200 同左 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月31日 ― 16,498,200 ― 1,215,949 ― 1,547,963
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 4,555,100

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式11,930,800 119,308 ―

単元未満株式 普通株式   12,300 ― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 16,498,200 ― ―

総株主の議決権 ― 119,308 ―
 

(注)　単元未満株式欄の普通株式には、当社保有の自己株式24株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
京都きもの友禅株式会社

東京都中央区日本橋
大伝馬町14番１号

4,555,100 ― 4,555,100 27.6

計 ― 4,555,100 ― 4,555,100 27.6
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,260,810 2,821,556

  売掛金 41,387 37,210

  割賦売掛金 6,598,775 6,381,245

  有価証券 1,818,851 3,070,331

  商品及び製品 1,774,567 1,757,653

  原材料及び貯蔵品 33,549 31,218

  その他 433,564 646,333

  流動資産合計 14,961,507 14,745,548

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 1,447,508 1,447,508

   その他（純額） 547,095 558,192

   有形固定資産合計 1,994,603 2,005,700

  無形固定資産 61,174 49,499

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,992,989 799,999

   敷金及び保証金 741,033 742,052

   その他 77,660 44,647

   貸倒引当金 △2,646 △1,000

   投資その他の資産合計 2,809,037 1,585,699

  固定資産合計 4,864,815 3,640,899

 資産合計 19,826,322 18,386,447
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 517,153 528,220

  短期借入金 - 1,500,000

  未払法人税等 372,933 -

  前受金 1,154,220 1,178,675

  預り金 3,684,802 3,814,105

  賞与引当金 250,000 118,000

  役員賞与引当金 9,660 -

  販売促進引当金 129,550 269,200

  割賦未実現利益 1,026,683 1,021,328

  資産除去債務 57,066 68,862

  その他 736,608 847,995

  流動負債合計 7,938,679 9,346,387

 固定負債   

  長期未払金 6,540 6,540

  資産除去債務 156,561 156,924

  繰延税金負債 192 181

  固定負債合計 163,293 163,645

 負債合計 8,101,973 9,510,033

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,215,949 1,215,949

  資本剰余金 1,708,256 1,708,256

  利益剰余金 11,263,954 10,179,291

  自己株式 △2,475,252 △4,272,120

  株主資本合計 11,712,907 8,831,376

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 11,442 45,038

  その他の包括利益累計額合計 11,442 45,038

 純資産合計 11,724,349 8,876,414

負債純資産合計 19,826,322 18,386,447
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 12,281,080 10,849,529

売上原価 4,405,552 3,996,584

売上総利益 7,875,528 6,852,945

販売費及び一般管理費 6,484,325 6,243,400

営業利益 1,391,202 609,544

営業外収益   

 受取利息 2,908 2,508

 受取配当金 1,889 5,158

 信販取次手数料 47,172 53,263

 雑収入 10,652 12,054

 営業外収益合計 62,622 72,984

営業外費用   

 支払利息 － 2,499

 自己株式取得費用 － 2,910

 雑損失 1,468 1,706

 営業外費用合計 1,468 7,116

経常利益 1,452,356 675,412

特別損失   

 固定資産除却損 4,115 4,998

 特別損失合計 4,115 4,998

税金等調整前四半期純利益 1,448,241 670,414

法人税、住民税及び事業税 559,395 200,004

法人税等調整額 13,394 35,420

法人税等合計 572,789 235,425

少数株主損益調整前四半期純利益 875,451 434,989

四半期純利益 875,451 434,989
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 875,451 434,989

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △17,089 33,595

 その他の包括利益合計 △17,089 33,595

四半期包括利益 858,361 468,585

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 858,361 468,585

 少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 85,230千円 83,425千円
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(株主資本等関係)

 

 

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 439,350 30 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

平成25年10月16日
取締役会

普通株式 175,737 12 平成25年９月30日 平成25年12月３日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

     該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　　　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 439,335 30 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

平成26年10月22日
取締役会

普通株式 143,316 12 平成26年９月30日 平成26年12月２日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

     該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

(1) 自己株式の取得

当社は、平成26年４月30日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用され

る同法第156条の規定に基づく自己株式の取得を行うことを決議し、５月１日に実施いたしました。この結果、

自己株式が2,733,715千円増加しております。

 

(2) 自己株式の消却

当社は、平成26年５月14日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づく自己株式の消却を行うこ

とを決議し、５月30日に実施いたしました。この結果、自己株式が937,000千円、利益剰余金が937,000千円そ

れぞれ減少しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２和装関連事業

金融サービス
事業

計

売上高      

 外部顧客への売上高 11,771,320 509,759 12,281,080 ― 12,281,080

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

― 22,949 22,949 △22,949 ―

計 11,771,320 532,709 12,304,030 △22,949 12,281,080

セグメント利益 1,014,194 380,996 1,395,190 △3,988 1,391,202
 

(注) １ セグメント間取引消去によるものであります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２和装関連事業

金融サービス
事業

計

売上高      

 外部顧客への売上高 10,354,217 495,311 10,849,529 ― 10,849,529

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

― 20,664 20,664 △20,664 ―

計 10,354,217 515,976 10,870,194 △20,664 10,849,529

セグメント利益 248,511 365,310 613,821 △4,277 609,544
 

(注) １ セグメント間取引消去によるものであります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

項目

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日

至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日

 至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額(円) 59.78 35.35

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(千円) 875,451 434,989

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 875,451 434,989

普通株式の期中平均株式数(株) 14,644,885 12,306,566
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第44期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当について、平成26年10月22日開催の取締役会にお

いて、平成26年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額                         　　 143,316千円

②１株当たりの金額                               　12円

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成26年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月２日

京都きもの友禅株式会社

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   日　　高　　真 理 子   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   有   川         勉　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京都きもの友禅

株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日か

ら平成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京都きもの友禅株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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